
（記載例）　□で囲った部分を記載してください。

様式第１号（第６条関係）　申請する日を記載してください。（見積書の日付より後の日付です。）

補聴器購入費補助金交付申請書兼同意書
令和　●年●月●日　
	申請者
	住所
	静岡市葵区追手町５番１号

	
	
	

	
	氏名
	静岡　太郎

	
	生年月日
電話番号
	　　○○○○年○○月○○日
○○○-○○○-○○○○


　　（宛先）静岡市長　申請する人（補聴器を装用する人）の住所、氏名、生年月日、電話番号を記載してください。
　記載内容についてお伺いすることがあるので、平日の日中につながる電話番号を書いてください。







難聴高齢者補聴器購入費補助金の交付を受けたいので、静岡市難聴高齢者補聴器購入費補助金交付要綱第６条の規定により、次のとおり関係書類を添えて申請します。

１　事業の名称　　難聴高齢者補聴器購入費補助事業
　見積書の金額と補助金の上限３０，０００円を比較して、少ない方の額を記載してください。


２　交付申請額　　金　３０，０００円

３　同意及び確認事項
（１）補助金を申請するにあたり、次の事項全てに同意します。
[image: ]☑ 本事業が介護予防の推進を目的として実施されるものであることを理解し、介護予防活動等へ継続参加すること。内容を確認した上で、レ点を記載してください。

☑ 市が資格要件を確認するため、本人に係る住民基本台帳上及び身体障害者手帳の取得状況の個人情報を確認すること。
☑ 市が行う補聴器の利用状況等についての調査に回答すること。また、調査を行う市の委託事業者に対し、市が調査に必要な範囲内の申請者に関する情報を提供すること。
☑ 次に掲げるいずれにも該当しないこと。また、市が申請者情報について警察署へ照会を行うこと。
ア 暴力団(静岡市暴力団排除条例(平成25年静岡市条例第11号)第2条第1号に規定する暴力団をいう。)
イ 暴力団員等（静岡市暴力団排除条例第2条第3号に規定する暴力団員等をいう。以下同じ。）
ウ 暴力団員の配偶者(静岡市暴力団排除条例第6条第2項に規定する暴力団員の配偶者をいう。)
エ 暴力団員等と密接な関係を有するもの内容を理解した上で、レ点を記載してください。

（２）聞こえの相談会参加日（同等の内容の取組を行った日）：令和●年●月●日
[image: ]補聴器装用にあたり、次のことが大切であると理解しました。
☑ 定期的に耳鼻咽喉科（補聴器相談医）の受診や認定補聴器技能者に相談をすること。聞こえの相談会に参加していない方は、動画「補聴器を購入する前に」を視聴した日か、アンケートに回答した日のどちらか遅い日付をかいてください。

☑ 補聴器販売店で定期的な調整・メンテナンスをしてもらうこと。

４　添付書類
（１）補聴器適合に関する診療情報提供書（2018）の写し
（２）認定補聴器専門店又は認定補聴器技能者が発行した補聴器の見積書
（３）聞こえの状況に関するアンケート調査票（「聞こえの相談会」参加者を除く。）聞こえの相談会に参加した人は不要です。
　宛名が、申請する人（補聴器を装用する人）になっているか確認してください。
　医療機関で受け取り、
補聴器販売店へ渡した書類です。
当課には、コピーしたものを提出してください。
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